
❖共生の森づくり：モロタイ島の植林現場視察報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一般的な植林活動は、森林の保全や環境の改善に貢献するだけでなく、地域の経済や社会にも多

くのメリットをもたらすことができます。 

 

モロタイでのモリンガの植林は第二次世界大戦で戦いの場になり、日本軍、米軍を主にした連合

軍の抗戦や駐留した跡地の自然の再生が 38年を経た今でもできていなくて、草原の状態で残さ

れています。 

 

この現地視察の報告書を作成することで、モロタイ島でのモリンガの植林活動の意義や効果をよ

り広く伝えることができることを期待しています。 

❖視察の目的と背景 

今回の視察は、2020年 3月現地訪問を最後に、コロナ禍の感染拡大でインドネシアへの

渡航制限があり、植林の現場を実際に確認することができませんでしたが、2023年 8月

にインドネシアへの渡航制限が解除されたことで現地確認を実施することができました。 

一つ目は、2019年から 2020年まで北マルク州で、「共生の森づくり」プロジェクトと

して、5㌶ 5,339本のモリンガ植林を実施した現場のその後の状況について確認を行うこ

と、二つ目は 2023年の新たなモリンガ植林として、第二次世界大戦時の日本軍駐屯跡地

への新たな植林の実施状況について、実施現場の確認を行うことにあります。 



モロタイ島と植林地位置図 中村輝夫さん発見地点 現在のピトゥ空港 

 今回の植林地 

❖モロタイ島の概要～日本人のほとんどが知らないモロタイ島とは？ 

モロタイ島は、インドネシア北マルク州に属する島で、日本の香川県と同じような広さ 1800㎢で、ハル

マヘラ島の北に位置し、日本には一番近いインドネシア領です。先の大戦で終盤では、日本軍攻略の拠点

とされ、戦いの現場となり、終戦時 B,C級戦犯の裁判が行われました。 

モロタイ島と第二次世界大戦                             
1944年 9月 15日に米豪軍が上陸、抗戦、米軍資料では日本兵 104名戦死、13名が捕虜、米軍戦死行方

不明 31名、負傷者 85名。（最終的にはこの地で散った英霊は 1,712名）連合軍は米国陸軍 4万人、空

軍 1万 7千名を投入し、モロタイ島を攻略、フィリピン、バリックパパン攻略の拠点となりました。終戦

時の 660名の日本兵は投降しましたが、一部の日本兵は降伏を知らず、なおもジャングル内で生き延びま

した。 

1956年に 9名の日本兵が発見され帰国。1974年 12月 26日に高砂族義勇隊の中村輝夫さんが発見さ

れ、「日本に帰りたい」という本人の希望もむなしく、台湾に帰国しています。           

なお、高砂義勇隊は 500名在籍、ジャングルでの消耗戦で終戦時収容されたのは 172名であった。  

中村さんの活動は現地では好意的に受け入れられており現地には銅像も建てられています。 

終戦後、モロタイ島は日本人にとって、かかわりのない島のように思われがちですが、先の大戦では、島
の人々を含め、この地での大きな犠牲のもとに、今があり、わたしたち日本人が生かされていることに感

謝し、未来の平和に繋げることが大切だと考え、1本でも多くの木を植える活動～共生の森づくり～をし

ています。         

モロタイ島は、インドネシアの北マルク州に

属する島です。面積は約 1,800 平方キロメー

トルで、ほぼ香川県（1877 ㎢）と同じ。人口

は約 52,860 人。ハルマヘラ島の北に位置し、

島は熱帯雨林に覆われ、海岸から山の中腹ま

でサゴヤシの木が植民地時代から植えられ

て、今でも島の主要な産物のようです。 

https://www.tripadvisor.jp/Attractions-g800482-Activities-Morotai_North_Maluku_Maluku_Islands.html
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%AD%E3%82%BF%E3%82%A4%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%AD%E3%82%BF%E3%82%A4%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%AD%E3%82%BF%E3%82%A4%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%AD%E3%82%BF%E3%82%A4%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%AD%E3%82%BF%E3%82%A4%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%AD%E3%82%BF%E3%82%A4%E5%B3%B6


❖視察の方法と内容： 

日程：2023年 9月 19日～28日（飛行機便が週に 1便のため 1週間の出張になった） 

月日 曜 旅程 動性 宿泊地 

９/19 火 成田 11：00―マナド 15：50 マナド市内 マナド泊 

20 水 マナド 9：15―モロタイ島 14：45（遅延２ｈ） ダルバへ ダルバ泊 

21 木 Desa Dehigila中村輝夫氏銅像他 DesaDehinga   〃 

22 金 2023年 8月植林分視察 植林現場   〃 

23 土 今後の植林予定地視察、日本軍激戦跡地慰霊訪問    〃 

 24 日 ドドラ海岸視察    〃 

25 月 ダルバ市内 青果市場他視察    〃 

26 火 2020年植林地視察    〃 

27 水 モロタイ島 14：30―マナド 15：30 移動 マナド泊 

28 木 マナド 02：00―成田 9：50～帰宅 15：00 移動 帰宅 

場所：インドネシア北マルク州モロタイ県ダルバ郊外の下記の地図上の位置：      
Googl map 位置：https：maps.app.goo.gl/y3e8qvpvmyvry257 

 

 

 

 

 

 

参加者：日本より代表理事 宮崎林司、事務局 宮崎サチ子 現地パートナーSajam  Sudin  

❖視察した内容や手順など                                              

2023年 8月に新たに植林を実施した状況の現場確認を行うこと、特に今年は発芽率のいい種

子が得られなかったことと、現地では挿し木による植え付けが成長がよいとのことで普及して

いることから、初めての試みとして 2046本全量を挿し木による形で行ったのでその状況確認



を行った。1本 1本の現在の状況を確認して歩きまわったが、さまざまな状況ですが、全体の

約 30％がすでに発芽して順調であった。今後、時間を経ればほとんどが芽吹くものと予想して

います。 

     ↓植林前の現場の状況             ↓植え付けた状態       

全体で 2046本 ㈱アレン様ご依頼分 全体で約 2ヘクタール植林済み 

        ↑1カ月余りで芽吹いている挿し木、生命力の強さに感動 

発芽状況の確認を行いました。全量確認いたしましたが、ほぼ順調に発芽して、今後 1カ月で発

芽がそろうものと予想しております。 



※2020年の植林分の状況～残念！洪水被害？ 

              2023年 9月には上のような状態でよく育っているものも 

ありました。ここの再生面積は５ha・５,339 本の植林を行いました。                   

2019年に挿し木による植林木が 2020年 3月の時点では左の写真

のようになっていました。  これは地形的に高くなっていると

ころで、育っていたもので これより低い土地に植えたものは洪

水で枯れてしまったということで、とても残念でした。 

植えた後も放置しないで、手入れを継続することが大切であることが分かったので、今回、植え

たものは、以後の管理を行う体制を依頼しています。 

❖今後の展開について～戦争の遺跡に「共生の森をつくりたい」 

第二次世界大戦のときに、日本軍が駐留したところと、米軍と交戦したエリアは自然の植生が失

われて 78年が経った今もほとんど自然が回復することがなく，草原になっている状況です。 

終戦後、多くは地元民の共有地になっているようですが、ほとんど土地利用がされていません。

今回は、私、宮崎林司の持病からの回復過程であり、

移動面などでのサポートが必要であったため、この

10年あまり、インドネシアでの植林活動や国内での

NPO 活動に全面的に協力してくれている家内をモロ

タイ島での植林現場経験のために同行してもらいま

した。良き理解者と感謝です。 



特に抗戦のあった地域や駐留地は活用に前向きでなく放置されているのが実情です。今回、モリ

ンガを植えるならと共有地の提供の申し入れがあり、さらに約 6㌶ 6500本の植林が可能となっ

ています。その候補地は直接決戦のあった地域です。この土地も植生が回復することなく草や灌

木が生えている程度にしか回復していないのが現状です。                      

次の展開は、日本軍と連合軍が抗戦をした現場跡地で、面積約 6㌶ 6500本が植えられます。             

現況は、草と灌木が入り混じった状況で、大半は腰高程度の草が繁茂しています。 

地域住民の共有地ですが、過去の経緯から利活用も進まず、戦後 78年経っても、土地の活用の

目途が立っていないので、基本的にみんなが利用できるモリンガ植林は共生の森づくりとして有

効だと考えています。 

まず、モリンガの森を育てて、地域住民だれもがモリンガの葉や実など健康生活に活用し、余剰

があれば様々な製品への活用を開発し、生計のための収益を得られるようにします。 

「共生の森づくり」でやりたいこと 
❖具体的には 
 
① ＳＤＧｓ1：貧困をなくそう 収入源のない地域でモリンガ 植林・貧困の解決に役立つ 
② ＳＤＧｓ2：飢餓をゼロに   母乳に近い栄養価を持つモリンガを食べる習慣の普及で気が撲滅 

③ ＳＤＧｓ13：気候変動に具体的な対策を  優れた成長スピードのモリンガのパワー 

気候変動の主原因である CO2 をモリンガ 植林で、一般植物の 20 倍 の速さで吸収固定してもらう 

④ ＳＤＧｓ15：緑の豊かさを守ろう   

植生の豊かでない土地に、モリンガを植え 土壌を安定させ、安定した里山として 

地域民が生活できる、緑豊かな環境をつくり、守る。 

 
 

 

 

 

 
 



★みんなで「共生の森づくりで共助の社会づくり」 

気候変動による人類の危機的な状況を回避して、より安心安全な地球環

境を次世代の子供たちに残すために、一般植物の 20倍の成長力のある

モリンガの植林を進め、気候変動と飢餓貧困問題に取り組みます、 

① モリンガの苗木の無償提供が必要⇒資金と栽培管理の技術協力  

② 成長したモリンガの葉や種子などの加工事業を創出する。 

⇒資金と技術協力 

③ 産物を購入し地元民に経済的なメリットを提供する 

⇒販売協力・自己消費で貢献 

④ ①⇒②⇒③の循環サイクルをみんなでつくり、 

❖次の植林候補地 

今回の現地訪問で今まで以上に明確になったのは、モリンガを植えようとしても島の大部分は、

植民地時代からヤシの林に転換されていること。そして、今もヤシ林がほとんどを占めていて、

モリンガを植えるような土地はほとんどない。これまで自分たちが植えてきた土地も戦争時代に

軍用地として利用されてきた土地がほとんどであることが今回の訪問でよくわかりました。 

今後、日本軍が利活用していた用地跡の草原またはブッシュになったエリアに、地域の人々の生

活向上に役立つモリンガを植えることが、戦争の傷跡を癒し、未来の人たちの平和で健康的な生

活に役立つ活動であることをよく分からせてくれるいい機会となりました。 



※現在の空港近くの小高い丘のような地形のところです。 

 

 

 

 

❖改めて、今、モリンガ共生の森づくりの意味  

異常気象による気象災害の頻発、貧困、飢餓など様々な社会問題が地球規模で発生しています。 

いまこそ「人間中心の目線」だけではなく、地球の同じ住民として「共に生きる」共存共生の価値観、循環 

と共生の哲学を持つ必要があります。 

人間中心でふるまってきた「不自然」な行動を「自然の摂理」に沿った行動に改める必要があります。 

 経済至上主義、人間至上主義により、自然の復元力以上に壊してしまった 人間活動を根本から変えなけれ

ば、人類の未来は厳しくなってしまいます。 私たちは 2000 年以来、インドネシアで熱帯雨林の再生の

ための植林活動を 20 年継続してきて、その活動の中で出会うことができた奇跡の木モリンガの普及こそ

が、人類社会をより住みよい環境に未来永劫変えるため、手軽に参加できる効果的な方法として、里山的な

モリンガの普及を提案し、活動を進めています。 

今回の訪問で明らかになった点は、植えた後の管理監督が大切であるということでした。 

今年植え付けたのは、種子による育てた苗ではなく、成木から挿し木材料を確保し、挿し木による植林を

試みました。これは、発芽率の良い種子の確保が困難なことと島で行われてきたモリンガの育成は挿し木



による方法がいいとされていることと成長の速さが大きく違うということを 2019年に植林した比較で明

確になったことがあります。そのような経緯で今回は、全体を挿し木による植林方法にいたしました。今

後の成長が楽しみです。 

2020年に 5000本を超える植林を行いましたが、その後の保育管理が不十分であったためにモリンガの

生育が確保できなかったり、洪水による被害を受けてしまったことが、誠に残念でした。この反省に基づ

いて、定期的に現場を管理することや将来展望を明確にして取り組むことが大切であると感じました。今

後は現地との交信をより密にしてより良い未来づくりに努めて行きたいと願っています。 

今回植林したエリアの保全と日本軍の跡地のモリンガ植林による再生を継続的な植林地の拡大により維持

することが、次世代への平和と健康生活を伝えることにつながる～未来への遺産～ 

危機的な気候変動を防ぎ、より安全安心な地球環境を引き継ぐために 

継続的な植林が必要です。   ～完～ 

～モリンガの地球規模の普及が平和で豊かな地球の再生に役立つ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



追記） 

偉大なる先人 中村輝夫さんのこと 
モロタイ島に 2 年半ぶりに訪問して、初めに訪れた場所は、中村輝夫さんの銅像でした。 自分が

モロタイ島を知ることになった、先人として敬意と感謝の念で訪問をさせて頂きました。 
 
初めて訪問した時は、その銅像に書かれている内容も理解していませんでしたが、今回、以下の内

容であることがわかりました。改めて、敬意と尊敬、感謝の念をお届けさせていただきました。 
 
 
 

「第二次世界大戦中連合国軍の猛攻撃から 

モロタイ諸島を守る特別ゲリラ戦部隊とし 

て有名な高砂第 4特殊部隊として 

大日本帝国の義勇軍に徴兵された台湾人 

1919年 10月 8日生まれ 

1979年 6月 15日死亡」 
現地の人々から尊敬されていることがわかり、現在 
モロタイの人たちが日本人に親しく接してくださる 

ことに感謝です。 

2023 年 9 月 21 日訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 30年の補償あまりに理不尽だ 

元陸軍一等兵・中村輝夫 

日本政府の補償金 38,270円也 

 

帰国に際して、見舞金 420 万円（内訳；日本政

府 200万円、内閣閣僚から 150万円）このほか

に日本大使館職員が 650米ドルを贈った。 

戦争が招いた不幸、失われて時間は金銭に換算で

きませんが、あまりにも非情な日本政府の対応だ

 



 


